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国際キャリアインターンシップ 

国際文化３年 栗原万由香 

BAJ(ブリッジエーシアジャパン) 



+ 
Outline 

＊参加動機 

＊BAJについて 

＊実習内容 

＊実習で学んだこと 

＊これからのわたし 



+ 
参加動機 

 自らのキャリアを考える 

 ベトナムの現状・課題を知る 

 サークル活動との違い 

 コミュニケーションの取り方 



+ 
BAJについて 

 認定NPO法人 ブリッジエーシアジャパン 

 ・1993年設立 

 ・ミャンマー・ベトナムで国際協力活動を行う 

 ・BAJの活動は地域住民と話し合いながら進め、住民が自立して運営 

  できるように支援をしている 

 

＜３つの目標＞ 

技術習得や能力強化の機会を提供 

収入向上の支援 

地域発展のための環境基盤整備 

 
 

 ベトナムでの活動 

「地域の伝統・環境の保全」「地域経済の発展」 

  →環境活動・バイオガスダイジェスター、直売所の支援 



+ 
実習内容 

 BAJ活動理解 

 講演会参加・直売所見学・農家訪問・環境活動同行 

 個人のタスク 

 直売所での消費者アンケート データ収集・分析 

 指さし単語帳作成 



＊講演会参加＊ ＊直売所見学＊ 

＊環境活動＊ ＊農家訪問＊ 

＜BAJ活動理解＞ 



＜個人のタスク＞ 

○直売所での消費者アンケート 

 現在のお客さんのニーズに合わせ
た情報・商品提供を目指す 

  

○指さし単語帳 

 農家訪問を通訳なしで行えるよう、
農業や料理に特化した、農家さんが
使いやすい単語帳の作成 



+ 
実習で学んだこと 

 必要なスキルと自分の能力 

 言葉が通じない中でのコミュニケーションの取り方 

 日本とベトナムの意識の差（教育、環境、信頼、仕事） 

 “住民が自立して運営できるように支援する”ということ 



+ 
反省とアドバイス 

＜反省＞ 

 体調管理 

 アンケート分析の質 

 調査人数 

 ベトナム語 

 

＜アドバイス＞ 

 最悪の事態を想定した準備 

 事前の確実な交渉 



+ 
これからのわたし 

 自分のスキル見つめ直す、向上させる 

  →どのように活かされ、どこに適しているのか考える 

 BAJやベトナムへアンテナをはり、関係を継続させる 

 言語能力の向上 

 


